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緒　　　　　言

　家蚕．及び数種絹糸虫の雌蛾誘引腺の分泌物は，雄蛾を強く誘引する。

　家i蚕誘引腺の研究は，宮原（190工），箭内（ユ90ユ），Freiling（1909），　Deegener（ユ912），

池田（1913），伊藤（1914～1915）・等の研究があり，これらの結果によると，家蚕の誘引

腺の分泌活動は，普通発蛾後，約30分で認められ，数時間で最大となり，その後，時間

の経過と共に漸減し，産卵後に於ては最早その作用を認めないものが多くなる。また，

誘引の本源である発香物質は，雌蛾誘引腺の膨大に伴つて連続的に揮発される油質であ

ると報告されている。

　その後，林・伊藤（1933）は家i蚕誘引腺の組織学的観察結果：から誘引腺から発散され

る誘引物質は脂肪性の物質であろうと報告している。また，Butenandt（ユ941）は家蚕雌

蛾の誘引物質は恐らくC16H3002の組成を有するものであろうと…蝦告している。

　また・最近・牧野（1954）が家蚕雌蛾から誘引物質を分離したと云われている。

　著者は1946年以降，　家蚕　Bomby．x’mori　LINNAEUS，　桑蚕　Bombym’mαndαrinα

MOORE，天蚕Anthe・ae・y・mai　GUERIN，柞aSAntheraea　pernllni　GUER．－MEN．

樟aSDietyoploca露po幅oαBUTLER，薄手Y〈Rhodinia　fuga，x　BUTLER，樗蚕8α一

miα・y？ithia　pryeri　BUTLER，ヒマaSPhig・sαmiα・ynthia－ri・ini　BUTLER，．大水青

Actiasαrtemis　BREMER　egの雌蛾について誘引腺の機能，誘引物質の生成機構誘引

物質の共通性と類縁関係，誘引物質の分光化学的研鋭並びにヒマ蚕雌蛾の誘引物質分泌

の週期性等に関する研究を行つて来た。

　家蚕雌蛾に於て交尾，産卵しても誘引物質は誘引腺の中から急に消失するものではな

く，雌蛾が蜷死しても街，誘引腺中に誘引物質は存在している（竹田1952）。

　また，従来は家蚕の誘引腺は黄色を呈し，交尾産卵すると誘引腺は白色を呈する。こ

れは誘引腺中に誘引する物質カミなくなつた為であると報告されていた。著者の実験によ

ると家i蚕誘引腺の色は黄色のものが…多いが白色のものもあり，また，黄色から白色，白

色から黄色と変るものもある。而して，誘引腺の色と誘引物質の存否とは關係がないこ

x本文の大要は，第23回及び第24回日本蚕糸学会に於て発表（1953，1954）
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とを認めた（竹田，田中1952）。

　次に，家蚕汲びヒマ蚕蛾について誘引物質の生域時期について実験した結県は，誘引

物質は婦の末期に於て輔体内で蛾体が形成されるようになつて誘引腺が形成された時

に，誘引腺を抽出すると，その抽出物は強くないが雄蛾を誘引する（竹田未発表）。

　とマ蚕雌蛾は誘引物質の分泌に当り週期性を示す。即ち，自然状態に於ては，夜間に

於て雄蛾を誘引し昼聞には雄蛾を誘引しない◎

　また，昼夜の如何に拘らず，暗状態に於ける誘引腺中の抽萬物質は雄蛾を誘引する

が，明状態に於けるそれは雄蛾を誘引しない。この誘引腺申の誘引物質が雄蛾を誘引し

たり，誘引しなくなつたりすることは光（明及び暗）の刺戟によつて変化すること等（竹

田1950～澱53）について明らかにした。爾，この場含雄蛾は誘引物質を誘引する状態な

ら明でも暗でも反応に諮は認められなかつた。

　更に，誘引物質の共通性と前にあげた家蚕及び数種絹糸虫の類縁関係に闘する研究の

一部についても既にi発表した（竹田ユ950～1954）。

　次に，誘引物質中には特有なる螢光物質（Allurinochromeと名づけておいた）と費色

の色素の存在すること並びに誘引物質が雄蛾を誘引する場合に於ては波蔓440mμを申心

として明らかな吸収極大を示すが，誘引物質が雄蛾を誘引しなし・場合に於ては，波墨440

mμに吸収極大が認められないこと及び誘引物質は有機溶媒（Ether，　Petroleu皿ether，

Etano1，　Butanol，　Xylo1，　Chloroform，　Benzen，　Aceton等Nこ，よく溶解すること等

に関して簡単に報・告しておいた（竹田195＄）o

　今阿は，1952年に揮発性物質である誘引物質を誘引腺申より抽嵐してPaper　chroma－

tographyによつて分離する研究を行いその分離に成功した。これ奪の結果だけに就い

てi報告し，その他に関しては引続ぎ発表する予定である。

　本研究を行うに当り御懇篤なる御指導を賜った東京大学教授有賀久雄博士並びに本学

教授蒲生俊興博士に対し，また有益なる助言を賜つた本学教授八木誠政博士並びに伊藤

武男博士，及び農林省蚕糸試験場梅谷与七郎博士に対して衷心より感i謝の慧を表する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1省，本研究は東京大学農学部養蚕学教室に留学中に行つた研究の一・椰であり，爽験に当

り多大なる助力を賜つた同教量吉武成美教官並びに本学副手田中一一行氏に対して併せて

御礼申上げる。

材　料　と　方　法

1）　家i蚕，樗蚕，ヒマ蚕は1951～1952年，聴…蚕期及び夏秋ZteF期に当研究整で飼育したも

のを使用し，天蚕汲び柞蚕は長野鼎養業試験場松オ竃支場長山崎寿氏より譲受けたものを

用いた。

　また，樟蚕，桑璽，大水青等は1952年，夏期に自然に於て発育したものを採集して供

試し，薄手火は1952年，梅谷与七郎博士のもとで飼育されて羽化した蛾を譲受けて使用

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

2）　誘引物質は，前記の有機溶媒によく溶解されることを明らかにしておいた（竹田1949

～ユ95ユ）ので，誘引腺を切断して，それをソックスレ・一・・でエーデル抽bkFして得た誘引物
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質と単にエーテルで抽出して得た誘引物質とを使用してPaper　chrom血tograph法によ

って分離する実験を行つた。

3）　展開剤としては，Butanol　acetic（4、：ユ：ユ），　Phenol（Phenol　85：0．1％amrno－

nia15），　Lutidine，80％aceton，及び無機溶媒（4％C3H4（OH）（COONa）3P　5％

NH4Cl，　5％Na2HPO4，　5％CH3－COONa，　5　％　NaCl，10％CH3　COOH，　2％

C6Hs，　cooNa）等を使用して一次元洗によつて展開したが，誘1引物質は分離しなかつた。

　従つて，ButanolにiA皿moniaを加えてアンre　＝ア，アルカリ性としたButanol

ammonia（3：1）を考えて展開剤として使用し好結果を得た。

4）誘引物質はPaper　chromatographに於けるPaper上で殆んど無色であるために，

その分離部の決定法としては♪誘引物質中に特有な螢光物質が存在することを発見した

ので，紫外線の下で螢光を見ること並びに誘引物質抽出液に塩基性色素を加えて展開

し，色索の分離部によつて決定する方法及び雄蛾が反店して誘引される位麗等によつて

決定する方法によつたL7　t

5）誘引物質の分離部及びその分離部をEtano1，　Aceton，　Ether等で再抽出した抽出

液に対する雄蛾の反応を調べ，全く反応しない場含には一，反応して誘引される場合を

十，とし，反応が強い場含には滑を用いて，雄蛾の反応の程度を表わした。

6）誘引物質は，鷹射日光照射，温度処魂，光分解酸化等によつて雄蛾を誘引する機

能を消失することを発見したので，誘引力を消失せしめた誘引物質についてPaper

chromatographを行って分離の有無と雄蛾の反応を調べた。

7）　ヒマ蚕雌蛾を明及び暗状態に，それぞれ4時間おいた後に，誘引腺から誘引物質を

抽出して，Paper　chromatographを行い♪その分離と雄蛾の．反応とを調べた。

8）　誘引物質の吸」収曲線はBecktnanのSpectro－photometerによつて測定した。

　　　　　　　　　　　　　　結　果　と　考　察

　家蚕と8種類の絹糸虫について雌蛾の誘引物質をPaper　chromatograph法セこよつて

分離する研究を行い，その分離に成功した。その結果は次の如くであつた。

　D　展開剤と誘引物質の分離

　一般に知られている有機及び無機の展開剤を用いて，誘引物質を分離する実験を行つ

たが，何れも分離しなかつた。

　誘引物質のEther抽出液は酸性を呈する（竹田未発表）ことを知つたので塩類のよ

うな形で分離出来ないかと考えて，Butano1にAmmoniaを加えてAmmoniaアルカ

リ性としたButanol　Ammonia（3：1）を作つて展開したら，誘引物質は極めて良く分

離し・その分離部に雄蛾は強く誘引された。また，分離部をAceton，　Etanol，等で再

抽出した抽出液に対しても雄蛾は強く誘引された。その結果はTable　1に示したとお

りであつた。
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Tabte　1．　　So1vs　ts　a且d　the　Rf　value　of　anur辻1g　substance

SOlvents

a皿uring
substance

butan－
01am－－

monia

Bombyx
伽σ，・‘

6’ombyx
mαn（lari％α

Aptherαea

yαmαma占

ノ！ntゐθrαeα

paθ「nyZ

1）ietyopaloeα・

PαPt，nじoα

Rんodinia
f2tgαx

・9αm‘α解一
ごん‘αpryer‘

1）ん‘‘osα伽　‘α

eyntゐεα吻δπ‘

ノtctiaS

αrtemis

O．　84

0．84

O，　93

0，93

0，93

0．93

0．88

0．88

butan・－

ol　ace－

tic

0，90

pheno1 lutidi－

ne
80％

aceton

0．0

0．0

0．0

O．0

0，0

0．0

藷。」轟一

器，8’t一

0，0

O．0

0．0

0．0

0，0

0．0

0，0

0．0

0．0

0．0

0，0

0．0

0，0

O．0

0．0

0．0

0．0

0．0

5％
sOdiurn

phosp－
hate

0，0

O．0

0．0

0．O

O．0

0．O

O、O

0，0

0．0

0．O

O．O

5％
sodium
aceta－
te

0．0

0．0

0．0

0，0

O．0

0，0

0．0

0．0

0，0

5％
sodium
chlori－
de

0，0

0．0

0．0

0．0

0．0

0，0

0．0

0．0

0．0

0．0

10％
acetic

acid

2％
sodium
benZO＿
ate

O，O　　O．　O

0．0

O．0

0，0

0．0

0，0

0．0

O．0

0．0

0．0

O．　O

0，0

0．0

0．0

1　0・O

l　O，　O

0．0

備考　一は上昇し切つて分離部の認められないもの

　　　0．0は原点で上昇しなかつたことを示した。以下各衷とも同様である。

　Table　1．によれば，わかるとおりで何れの誘引物質もButanol　acetic，　Pheno1，

Lutidine等では分離せず上昇し切り，80％Aceton，無機溶媒では原点に止つて上昇し

なかつた。誘引物質が原点に止つている場合に於ては，その原点に対して雄蛾は強く誘

引された。

　Butanol　ammOIliaは極めて良く誘引物質を分離し，その分離部は雄蝶を強く誘引し

たoButanol　ammoniaによつて分離したRf値と誘引物質の共通性とは良く一一・IScする

ことがわかつたo

　次にButanol　ammoniaの展開剤でButanolに対するAmmoniaの割合と誘引物質

のRf値との関係について，家蚕誘引物質で実験した結果はTable　2・に〆示した如くであ

つたQ
　Table　2．　The　proportion　of　butanol　to　ammonia，　　Table　2．にょれば明らかな如く

　　　　　and　the　Rf　value　of　the　d°mestic　siエkw°「m　Butano1に対するAmmoniaの割

　　　　　　　　　　　　　　　　　11ユale　moth，s　　・u・…1・am…・・1・…1・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　reaction　　　　倉が多くなる程，即ち，　Butano1の

　　　　　　’　　　　i　　’　　　1

．ammoniaの塩基慶によつて左右されることを示すものである。

　また，i家i蚕誘引物質をアルミナを用いてchromatographを行つた。この場合，吸蒲

柱（管径O．　75cm，管長17cm）の，ヒ部から1・7～2・2clnの処に吸蒲された。而して・こ

3　：　1

3　：　2

1　・　3

O．　8zL

O，65

055

什　　　　塩蓋度が強くなる程，そのRf値は

柑’　　　　低くなることがわかつたcこのこと

．世＿　は誘引物質のRf働叡B・ta・・1
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の部分をAcetonで再抽出してpaper　chromatographによつて分離した。

　そのRf値は0・84で，この部分は強く雄蛾を誘引した。

　2）誘引物質に色素を加えた場含のRf値と分離部に対する雄蛾の反応

紫外線の下で螢光を見ることによつて誘引物質の分離部を決定する方法によらず，そ

の分離部をpaper上に於て直接に識別する方法として，誘引物質抽爾液に塩基性及び酸

性の色素を微量加えて，paper　chromatographを行つた場含に色素の分離部と誘引物

質の分離部と一致するか或は・色素と誘引物質とが別・効こ分離するか等に関する実験を

行つた。その結果はTable　3・に示したとおりであつた。

Table　3．　The　Rf　value　and　the　male　moth，s　reaction　in　case

　　　colours　are　added　to　alluring　substance

　　　　　　　　　7
Boinbyx　mori

．T3・，mbyx　mαn‘1αr・in・fL

血‘ん徽θαyamαma‘

」励徽6αpernyi

Dictyoploca．iαponic．a

Rhoclintαμσω；

sαmia　cynthiαprye｝’i

Pんi‘OSαm‘αcyntん認
ricini

Aetia＄ω・tetnis

0．74　借

α74縁Y
。、。】廿

　　1

α901　珊

0，89

O．　90

O．　84

0，84

0．87

汁卜

什

什

0．65

0．66

0．86

O．　86

0．87

0．70

0．71

惜

冊

什

in　case　acid　colo－

urs　are　added　to

anilin　red

　　　lmale
Rf　value　moth，s

　　　　reaction
｛ 0．18

0．29

0．90
｛ 0．20
0．29

0．90

｛
0．35
0．85

｛
0．32

0．84

｛ 0．10

0．28

0，52

0，70

：

in　case　neutral　CO－

10urS　are　added　to

neutral　red

Rf　va王ue

0．30

0．29

0．68

O．　68

0．72

0．72

male
mQth’s
reaction

十

十

十

十

十

　　　備考　bismark　brown，　gentian　violetのRf値は0．95，　neutral　redのRf値は0．78，

　　　　　　anilin　redのRf値はQ．30及びO．　94であつた。

　Table　3・によれば誘引物質にbismark　brown，1gentian　violet，　methyl　violet』等

の塩墓性色素を加えた場合に於ては、，色素の分離部と誘引物質の分離部とが完全：に一致

し，その分離部は強く雄蛾を誘引した。

　然し，誘引物質に酸性色素（anilin　red，　congo　red，　fucksin　S）を加えた場合に於

ては，色素の分離部は雄蛾を誘引しないし，また，paper上の何れの部分にも雄蛾を誘

引する分離部は認められなかつた。伺，誘引物質に酸性色素を加えた場合に於てはフ色
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素が2－3の分離部に分かれる傾向が認められた。

　誘引物質に色素を加えた場合のRf値e＊，誘引物質に色素を加えない場合よりも」蝦

に低くなること及び誘引物質に加える色素の種類によつて，その】≧f値は異るものであ

ることがわかる。誘引物質に塩基性色嚢をカロえた場含に色素の分離郡と誘引物質の分離

とが・－r’twして雄蛾を誘引するのは，誘引物質工一テル拍出液が酸性を呈することと関係

があると考えられる。

　次に，誘引物質に塩基性色潔を加えた場合に於ては，誘引物質中の螢光物質は色素の

分離部に存在するが，酸性色豪を加えた場合に於ては，一般に誘引物質中の螢光が色豪

の分離部と一致しない。而して，この場合に，色索の分離部も螢光を示す部分も共に雄

蛾を誘引しない。これらのことと他の研究結果（竹田未発轟）とを併せ考えると誘引物

質申の螢光物質は，その誘引力の発現と密接な関係があると云えるようである。

　次に家蚕雌蛾の誘引物質に塩基性及び酸性色素を加えた場合のRf値と雄蛾の反応に

ついて実験した結果はTable　4・の如くであつた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　Table　4・によれば明らか
　Tabte　4．　　The　Rf　value　and　the　male　moth’s　reacヒlon　tQ　the
　　　　，p。t・i。・ca、，　b。、i。。。d　acid・・1・ur・・are・・dd・d　t。　th・な如く・’diaS誘引物脚こ醜

　　　　alluring　substance　of施e　domesヒic　silkworm　moth　性色素を加えた場合に於ては

＼

＼、Rf　value　aコd　male

　　moth，s　reaction

COlours　　　～　㍉、㌔

colours

Rf　value
漁1「
inoth’s
reaction

aUuring　substance　色素の分離部が誘引物質の分

坐廻ｲr辮鹸く一蜘翻・分
Rf　value ﾔ臨は職灘く謝1する・

　　　　　　　　　　　　　　　　　0，40　世　　　　　　　　　　0．80　　fucksln

盤ユ遡ユ齢｝撫雛窪灘鉾霧
鷹
冨

eosin

congo　red

　　　　　　ト
f・ck・i・s　l…98i一

α3°

0．28…　一関

o．。，1－1

！1
『1
1［neu仕a1・ed　°・　78一

｛

0．68 ＋　　光物質は分離する。而して，

一　　』この分離した螢光色を呈する

糊1分も雄蛾を誘引しなかつた。誘引物質にneutral　redをプ］口えた場合・に於ては，　neutral

edが微アルカリ性を呈する為に，その分離部が強くはないが雄蛾を誘酬するのであろ

うと考えらオしる。

　3）誘引物質の誘引力を消央せしめた場含のRf値

　誘引物質の誘引力を消失せしめる方法の一翻1に関しては報告しておいた（竹田1953）

一定量の誘引物質に対して，温度処理（70cCで120分，80°Cで90分，90°Cで60分，100°
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Cで30分），直射日光を照射（2～3時間）｝光分解（3恕4時1詐fl）ヂ酸素にょる駿化（5

時間），加水分解等を行うことによつて，誘引物質は雄蛾を誘引しなくなる。．

　これ等の処理を行つた誘引物質を．paper¢h驚qmatogr即h海で，その分離を実験しlk。

その結果はTable与に示したどおりで・誘引物質が誘引力を消失レた場合に於ては・

誘引物質の分離は認められなかつた。従？て，paper上の何れの音ll分電雄峨を誘引しな

かつた。　　　　　、『　　・　　　『　　　　　　　　　．　　　　一、．

　　　Tablo　5．　The　Rf　vaIue　in　case　the　a11uri㎎substance　has　lost　i廊allurement　1

－一’　　　　　　　．」”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　－t
　＿＿～．＿一．．．！tlgaea竺駐堕t　l　dlrect　e戸～poヨute

凝・欝響蕪蕊
伽i。g・ub・t㎜鳶＼　　i　reacbi・n

　　　　　9　　　　　「
君り痂欝mf♪r占　　　　　・一　・　隔．

β1，吻x　mftn・Zαrin’a　i－

・」漁θr臨yαm　ctm　cL　i　l　－

　　　　　　　　　　血‘herctea　pae吻‘　1－

1万吻r，plり召αゴ噸・，niCCL　i　－

R漁‘吻・・　［－
s’rLnzirL解‘ん‘り，blyeri　」

　．　　．　　　．　　1

君雛α職惚鰍tl－
　　　　　　　　　　A・tias・・‘・廊　　1一

・decoτrlpos1tion　　　tempe「atuエ゜e　t「e『

by　1｛ght　　　　　atment　　（90
（3to．4hours）　　minutes　at　800C）

　　’ @　　　　　’　　　　　　　　ロ　　　d’fv　　ンロド　　　　　　

R，vai近，舗、　R，。ind。艦簿、

　　　1re・cti・nl　　ireac恒・n

oxidizatiDn　by

oxygen
　（5hOurs）

tif。。1。6艦魯、，

　　　　　　　　　　
　　　lreactlon

　　　　　　　　　　　＿．、i＿　1
　　　　　　　　　　　　　　　　ド

脚・旨幽「・・1．　ド　ー・

　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　漏　・1　＿一レート
ー　　　1　　＿　　　　　一　　　　　＿
　　［　　　　　　　1

：に「：　1
一　1　　　｝1－
　　　
－　i－　i－

…」1．　　l　　　i
　　　　　　I

「一
一　．－　1－　i－　1一

　4）　ヒマ蚕蛾の明及び暗状態の誘引物質の分離

　ヒマ蚕雌蛾の誘引物質は，雌蛾を暗状態に3暗間以上おいた場合に雄蛾を誘引しp雌

蛾を明状態（200Lux，）に3時闇以上おいた場含には雄蛾を誘引しないことに関しては

既に報告した（竹田1950～1953）。

　ヒマ蚕雌蛾を明状態（200Lux）．及び暗状態に4時間おいた後に，それぞれの誘引腺

から誘引物質を抽掛してpaper　chromatographを行い，その分離と雄蛾の反応を調

醗結果1零T・ble　6・の如くであつた・F．．　　　　　　　1
Table　6．　The　Rf　value　and　male　　Table・6．によればわかるとおりで，雌蛾を暗」状

　　　inoth　’s「eacti°n　of　allu「in9　1無においた後の誘引物質は明らかな分離を示し，そ

・．：寵奮儲畿膿謡kの分鵜・・強く鰍を誘肌た。t・

　　　female　lnoth　　：’　　　　　然し，雌蛾を明状態においた場合の誘引腺の抽出

蕪鑑1・・valu・

工ight　state

dark　state 0．88

male　mot一物には，分離喬1≦が認められず，　paper上に雄蛾を誘
h’sreaction　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　uし

　　　一ut引する部分は認められなかつた。、

　　　　　　このことは，前に報告（竹田1953）した，暗状態

　va　に4時間おいた鵬から嫌｛して得た抽副鑛は波

長440mμを中心として明ちかな吸収極大が認められるのに対して，朋状態（2⑪OLux）に

4時闇おいた雌蛾から抽出した，それには，波長440mμに吸」1又極大が認められず雄蛾も

誘引しなかつたこと等と併せ老えると少くとも，雌蛾を明状態においた場合の誘引物質
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は雄蛾を誘引しない状態にあり，暗状態の場合に於てはそれが雄蛾を誘引する状態にあ

るものと湾えられる。

　5）paper　chromatograph濁こより分離した誘引物質の吸収曲線

　paper　chromatograph法によつて分離した誘引物質を再抽出して，その吸戒曲線を測

定した結果と誘引物質の誘引力を消失した場合の吸戒曲線とを家蚕の場合だけについて

示すとFig工・及びFig　2・の如くであるQ家蚕以外の絹糸虫誘引物質の吸収曲線に関

する研究結果は別に報告する予鏡である。

　Fig　1．によれば明らかな如く，波長440mμを中心として明らかな吸収。極大が認めら

れた。

　而して，誘引物質が誘引力を消失した場合はFig　2・の如く波長440mμの吸J反極大

は認められなかつたQ

Fig　1，　The　absorption　spectra　of　the　alluring　　Fig　2・　The　absorpt｛on　sp㏄tra　in　case

　　　substance　of　the　domestic　s五kworm・　　　　　　　the　allu漁g　substance　has　lost　itS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a11urem㎝t　of　the　domestic　s五kworm．
　　　附図　1
描’星

003

oo2

bOl

0．0：l

l覧i

o．OE

o，Ot

附図　2

　　s・e・s・・－ss・・ro・1…　oe・・・…離　3＋°Sfi°’i°°’1°°”！°‘‘1・gu°4bV響

　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要

　1）家蚕，桑蚕，天蚕，柞蚕，樟蚕，薄手火，樗i蚕，ヒマ蚕，大水膏等の雌蛾誘引腺

をエーテル抽出して得た誘引物質をpaper　chromatograph法によつて分離する研究を

行い，次の結果を得た。

　2）誘引物質は，Butanol　acetic（4：1：1），pheno1（phenol　85：0．　1％ammonia

15），Lutidine等の展開剤では，上昇し切つて分離せず，80％aceton，4％C3H4（OH）

（COONa）3，　5％NH4CI，　5　％　Na2　HPO4，　S　％　CH3－cooNa，　5％NaC1，10％

CH3COOH，2％C6R5COONal等の展開剤では原点に止つて上昇しなかつた。　　　　　　…

然し・アンモーア・ア・励雌としたB・t…1・nm…i・（3・1）を麟剤として　i

考え，これを用うることによつて，誘引物質は極めて良く分離することを発見した。　　　i
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　3）誘引物質の分離部を決定する方法としては，誘引物質申に特有なる螢光物質

（allurinochromeと名づけておいた）の存在することを発見したので，紫外線の下で螢

光を見ることによつて決定した・その結果・紫外線の下で螢光を呈する部分が・誘引物

質の分離部であり・この部分だけが強く雄蛾を誘引した。

　4）螢光を見ないで，誘引物質の分離部を決定する方法として，誘引物質に塩基性ま

たは酸性の色素を加えて，色素の分離部によつて誘引物質の分離1部を決定する研究を行

つた。その結果，誘引物質に酸性色i素（anilin　red，　eosin，　congo　red・fucksin　S等）

を加えた場合に於ては，色素の分離部は雄蛾を誘引しないし・色素が2～3のSpotに

分離する傾向が認められた。また・誘引物質中の螢光物質（allurinoch「ome）も・色素

の分離部と分離して一致しない。而して・この螢光を呈する部分も雄蛾を誘引しない。

要するに，誘引物質に酸性色嚢を加えた場合に於ては，paper上の何処にも雄蛾を誘凱

する分離部は認められなかった。

　次に，誘引物質に塩基性色素（bisrnark　brown，　nilblue♪gentian　violet，　methyl

violet，　fucksin，　sudal1恥等）を加えた場合に於ては，色素の分離部と誘引物質の分離

載が一致し，色素の分離部カミ強く雄蛾を誘引する・この場合に於ては・誘引物質中の

螢光物質（allurinochrome）は色素の分離部と一致している。

　5）Butanol　ammoniaの展開剤で，　Butanoユに加えるarnmoniaの割合が｛多くなる・

秘即ち，Butan・1の塩基度が弓ftくなる脇謝1物質のRf値は低くなる・家蚕に於て・

そのRf値は，　Butanolとammoniaの割合カミ3：1の場合には・0・84・3：2の場合にほ・

0．65，1：3の場合には0・55であつた。

　6）誘引物質のRf値は，家蚕2桑蚕では0・84・天蚕・柞蚕・樟蚕・薄手火では0・93：

樗蚕，ヒマ蚕では0・88，大水青でltkO・90であつた・また・誘引物懸こ塩…難色…勲加え

た場合のRf値は，誘引物質に色素を加えない場合及び・色素だけのRf値より・何れも

低くなる。誘引物質のRf値は，誘引物質中のallurinochromeの色と共に・誘引物質の共・

通性から見た類縁関係と密接な関係があると聴えられる。

　7）誘引物質を温度処理（80つCで90分・90°Cで60分等）・光分解（3～4蒔聞），直射

H光を照射（2～3時聞），酸素による酸化（5時間）等を行うと・誘引物質は雄蛾を

誘引しなくなるo

　誘引物質が雄蛾を誘引しなくなつた場含に於てはpaper上の何れの部分にも，その分・

離部は認められない。従つて，雄蛾を誘引する郵分は存在しない。

　8）　ヒマ蚕蛾に於て，雌蛾を明状態（200Lux）に3時闇以上おいて抽出した誘引物質

は，雄蛾を誘引しない。然し，雌蛾を暗状態に3時聞以上おいて抽出した誘引物質は，

強く雄蛾を誘引する。

　雌蛾を明及び暗に4時聞おいて抽出した誘引物質を，展開した場合に，暗状態の誘引

物質は明らかな分離を示し，その分離部が強く雄蛾を誘引する・然し・明状態の誘引物’

質の場合には，その分離部が認められず，雄蛾も誘引しない。

　9）誘引物質の分離部を再抽出してBeckmanのSpectrophotometerによつて・その

吸収1山線を測定した。その結果，誘引物質は・波長440rnμを中心として明らかな吸収極：
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大が認められた。然し，誘引物質が雄蛾を誘引しなくなつた場含の・それには・波長440

mμの吸収極大は認められなかつた。

　10）誘引物質がButanol　amrr｝oniaで良く分離すること並びに誘引物質に塩…i劃生色素

を加えた場合に，色素の分離と誘引物質の分離：部とが良くPt致して，強い誘引力を示す

ことは，誘引物質抽出液が酸性を呈すること（竹田未発表）と密接な関係があるものと

考えられる。
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Summary

S恒UUX）1玉ヨS　　ON　　密H：騒　　A工1、U1IXNG　　SU】BS「rANC】El　O〕『　　nk　H】霞

F〕E】瓢A］し】E：　MO’THS　O】7　田H罵　PO麗：騒STIC　SI工，KWORM　ANI》

SEVERAL　OTHER　KXヱ⑳S　OF　SILKWOR】瓶（1）

S搬PA聡AT亙ON　BY腋EANS　OF　TIHE　PAPER　CHIROMATOGRAPffY

Hiroshi　TAKEDA※

（Laboratory　of　Silkworm　Anatomy　and　Physiolo£y，　Faculty　of　Texti王e　and　Sericulture）

　　エ）Astudy　was　made　6f　separating　by　the　paper　chromatography　the　alluring

substance　obtained　by　ether　extraction　from　the　alltufing　gl、ands　of　the　female

moths　of　Bomby；nηLo7■i　LINNAEuS，　Bo7｝zby‘n　mαndarinαMOORE，　Antherαeα

ycv7？zα7nai　GuER1N，　A．・nther・eα’・ge・，ηゆGUER．－MEN．，刀吻・卿αra，　2．）oni・α

BUTLER，　Rhocl？lniα！z‘ρα躍BUTLER，βα刀商α　cynth疵α　2）ryer・i　BUTLER，？hilosaMiα

（，yn〃～，iαγ・ieiozi　BUTLER　a1ユd．．4etiasα吻・ηzおBREMER．

　　The　following　are　the　results：

　　2）　Such　solvents　as　Butanol　acetic　（4　：1　：1），　Pheno1　（Pheno185：0．ユ％

Ammonia　X5），　Lutidin　etc。　did　not　separate　alluring　substance，　and　such

solvents　as　80％Aceton，4％Sodium　citrate，5％AmmoniUm　chloride，　5％

Sodium　phosphate，5％Sodium　acetate，5％Sodium　chloride，10％Acetic　acid，

2％Soditum　benzoate　etc．　retained　alluring　substance　at　the　originaユ　spots　of

the　paper．

　　Alkalified　Butanol　amMonia（3：1）use．d　as　a　solvent，　however，　was　found

to　separate　allUring　substance　very　easily・

　　3）　As　its　was　found　out　that　some　peculiar　fl’uorescent　matter　which　the

author　named“Allurinochrome”was　present　in　the　allurillg　substance，　the　spots

of　the　alluring　substance　was　identified、　by　exa皿ining　its　fluorescence　under

ultra－violet　rays。

　　Consequently　the　fl’uore・scing　part　proved　to　be　the　spot　of　alluring　substance，

which　only　allu艶s　the　male　moth．

　　4）　In　order　to　identify　the　spot　instead　of　examining　its　fluorescence，　acid

or　basic　colours　were　added　to　the　alluring　substance。

　And　the　spot』of　the　coloτ1rs　was　taken　as　the、spot　of　the　allurmg　substance，

　In　case　acid　colours　such　as　Anilin　red，　Eosin，　Congo　red，　Fucksin　S　etc．　were

added　to　the　alluring　substance，　the　spot　of　the　colours　did　not　a王1ure　the　male

封ξ　Assistant　Professor　of　Shinshu　University．
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moth　and　the　colours　tended　to　separate　at　two　or　three　spots．

　　Fluorescellt］〔natter　in　the　alluring　substance　was　separated　from　the　spot　of

colours，　and　this　part　of　f正uorescent　colour　did　not　allure　the　male　moth　as

we11．

　　In　short，　any　spot　alluring　the　male　moth　was　not　perceived　anywhere　on　the

paper，　in　ctise　acid　colours　were　added　to　the　alluring　substance．

　　In　case　basic　colours　sucll　as　Bismark　brown，　Nilblue，　Gentian　violet，　Methyl

violet，　Fucksin，　Sudan　皿，　etc．　were　added　to　the　alluring　substance，　the　spot

of　the　colours　coincided　with　the　spot　of　the　alluring　substance，　and　the　spot　of

the　colours　allured　the　male　moth　strongly。

　　In　this　case，　fluorescent　matter　in　the　alluring　substance　coincided　with　the

spot　of　the　colours・

　　5）　Regarding　the　solvent　of　Butanol　ammonia，　the　more　ammonia　was　added

to　Butano1，　that　is　to　say，　the　higher　the　basicity　of　Butano1，　tlle　lower　the　Rf

va111e　was。

　　The　Rf　value　ill　the　alluring　substance　of　the　domestic　silkworm　was　as

follows：

　　　　　Butanol　t’o　ammonia　　　　Rf　value

　　　　　　　　　　3　：1　　　　　　　0。84

　　　　　　　　　　3　　：　2　　　　　　　　　　　　　　　0．65

　　　　　　　　　　　1　：　3　　　　　　　　　　0．55

　　6）　The　Rf　values　of　the　alluring　substance　were　O．84　for．Bo肌by：n　Mo7’i

LINNAEUS，　Bon吻i17　mαndαrina　MOORE　and　O・93　Antherαeα：l／α肌αmαi．　GUER正N，

Anthθ，’αex　2，θ，っ翅　GUER、－MEN．，　ヱ）iOlyopZoca　，iαponioα　BUTLER，　！thodinia

！’‘‘9αωBUTLER，　and　O。88　forβα？niαcynthia　pryri　BUTLER，　Pノ認Zosα？n　‘iαc：ll？zehiα

Ticini　BUTLER　and　O．90　for　Actiαs　ctrtemis　BREMER．

　　The　Rf　value　iエ1　case　basic　colours　were　added　to　the　alluring　substance　was

Iower　than　that　in　case　colous　were　not　added　to　the　alluringiii　substance　and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f

also　that　of　colours　only．

　　It　was　thought　that　both　the　Rf　value　of　the　allllring　substanOe　and　the　colour

of　fluorescent　matter　irl　the　alluring　substance　have　close　relation　with　mutual

allurement　among　the　same　species　and　its　near　kin・

　　7）　If　the　alluring　substance　is　subjected　to　Temperature　treatmeτ1t　（90　minutes

at　80°C．　or　60minutes　at　90つC）　or　to　decomposition　by　light　（3　to　4　hours）

or　to　direct　exposure　of　sunshine　（2　to　3　hours）　or　to　oxidizatiorl　by　oxyge！ユ（5

hour．s），　the　alluring　substance　does　not　allure　the　male　moth　any　Ionger．　If

the　allurlng　substance　does　not　allure　the　male　motla，　there　is　no　spot　perceived

on　any　part　of　the　paper．
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　　Therefore　there　is　no　part　that　allures　the　male　moth．

　　8）　Concerning　the　Eri－silkworm　moth，　the　alluring　substance　extracted　frorn

the　female　moths　that　has　been　kept　in　the　亘ight　state　of　200　Lux　for　more

than　3　hours　does　not　allure　the　male　moth．　However，　the　alluring　substance

extracted　from　the　female　moth　tha七has　been　kept　in　the　dark　state　for　more

than　3　hours　allures　the　Inale　moth　strongly．

　　paper　chromatography　was　done　about　the　allu血g　substance　extracted　from

the　female　moths　that　have　been　kept　in　the　light　state　and　also　ill　the　dark

state　for　4　hours　respectively．

　　The　resUlt　was　that　the　alluring　substa且ce　in　the　dark　state　allures　the　male

moth　strongly　showing　plain　separation，　while　that　in　the　light　state　does　llot

allure　the　male　moth，　its　spot　Ilot　being　perceived．

　　　コ

　　9）　The　spot　of　the　a！luring　substance　was　re－extracted　and　its　absorption

spectra　were　measured　by　means　of　the　Beck1皿an　spectrophotometer．

　　In　consequence，　the　alluri1壌substallce　gave　absorption　maximum　at　a　wave

length　of　440mμ，　but　the　alluring　substance　that　did　not　allure　t1ユe　male　moth

did　not　gave　absorptiorl　maximum　at　a　wave　length◎f　440mμ．

　　10）That　the　alluring　sul）stance　is　well　separated　by　Butanol　a・mmollia　and

that，　in　case　basic　colours　are　added　to　the　alluring　substance，　the　spot　of　colours

coincides　well　with　the　spot　of　the　allturing　substance　and　has　strong　allurement，

is　connected　closely　with　acidity　of　the　alluring　substance（not　yet　published）。


